
 

 

■ デジタルものづくり対応支援事業 

構造部材による軽量化基礎講座（会員限定） 

次世代自動車センター浜松では、次世代自動車に搭載される部品の試作や受注した部品に対

する提案をする上で、「軽量化」が考慮すべき重要なテーマの 1つと考えています。 

「軽量化」は、地球温暖化対策としてのガソリンエンジン車の燃費向上だけでなく、電気自

動車のバッテリの重量増に伴う車両重量の軽減のためにも大切なテーマです。 

そこで、今回、「構造部材による軽量化基礎講座」として、会員企業の皆様に、設計及び解

析の業務に活用していただくため、当センターの望月センター長が講師となって、「軽量化」

の考え方の基本となる「材料力学」と、その応用としてＣＡＥ解析と「材料力学」の関係につい

て解説する講座を開催しました。 

 

■日 時 ： 令和７年２月３日（月）13時 30分～15時 10 分 

■場 所 ： Ｗｅｂ形式 

■参加者 ： ６０社／２８９名 
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【参加者の声】  

 

・構造部材の軽量化をするにあたって、考えるべき材料力学の基礎とＣＡＥ解析の考え方を学

ぶことができた。 

・軽量化設計のポイントが簡潔にまとめられていたことから、イメージがしやすく大変参考

になった。 

・軽量化は、ただ軽くすれば良いという訳ではないことは学びになった。元の性能を維持し

て軽量化をすることに意味があると理解した。 

・軽量化は同等のものを機能面を損なわずに軽量にすることで、省エネや温室効果ガス削減

を見据えた取り組みを目指すという目的があることがわかった。 

・軽量化の考え方や設計手法について知ることができた。業務に直結する内容だった。 

・最近のプロジェクトでは特に軽量化が必須の項目となっており、改めて教育の機会を与え

ていただき、重要性が理解できた。 

・軽量化は、同機能・同性能を考慮すべきということがわかった。代替品等への物性比較な

ど、少しハードルが高いが、色々調べたいと思った。 

・構造部材を利用した軽量化の基本的な考え方を学ぶことができ、実務での応用方法が理解

できた。特に、軽量化が製品の性能に与える影響についての具体例が参考になった。 

・材料力学の基礎を再認識できたことと、軽量化の目的として、機能や品質を確保した上で

の軽量化であることを改めて聞き納得できた。 

・材料力学の基礎からＦＥＭ解析まで一連の流れを学習することができ、ＦＥＭ解析で何を重要

視すべきかがよくわかった。 

・荷重に対する応力や安全率の考え方、それらを実際に解析するときの考えや手法について

学ぶことができた。 

・材料力学について基礎の計算から、設計での考え方まで順序ごとに説明を聞けたため、理

解しやすかった。 

・材料力学の基本からＦＥＭの考え方を復習することができ、またＣＡＥの話では応力の見方に

ついて理由や目的を理解することができた。  

・昨今のカーボンニュートラルに向け、軽量化に取り組むことの大切さを改めて知ることが

できた。軽量化の反作用として機能や性能の悪化というデメリットをカバーするために強

度計算が大事であるということをわかりやすく伝えていただけた。 

・ＣＡＥ解析の考えについて、材料力学がベースとなっていることを認識できた。また、線形

(解析時の変形モード)と実物の挙動が合っていることが重要なことを再認識できた。 

・ＣＡＥ結果が正しいかの判断があいまいだったが、本講座にて判断の道筋を理解できた。 

・弊社は自動車の骨格部品のプレス・溶接製品を取り扱っているが、ＣＡＥによるプレス解析

も行うため、解析の中で扱う値などの内容を聞くことができ参考になった。 

・材料力学の基礎を振り返ることができた。ＣＡＥ解析では、解析結果が正しいか判断するた

めに、変位→応力の順で結果を見ることが大事であることを学ぶことができた。 

・過去に軽量化でアルミ材にして性能面での指摘で材質を見直したこともあり、ただ軽くす

るのではなく同等の機能や性能を維持しつつ軽くすることや、そのためにＣＡＥ解析等の活

用の必要性を改めて理解できた。 

・ＣＡＥ結果を正しく理解するには、前提となる材料力学の観点が重要であることを再認識で

きた。 

・全体を通して、各項目がかみ砕いての講義だったので、理解しやすかった。特に解析の条

件設定や接点、及び結果の見方については、なかなか情報を得る機会がなかったため、大

変勉強になった。 

 


